
○ 被害者の約7割が65歳以上の高齢者である。
○ 電子マネー型等の特定の手口の被害が急増している。
○ 末端被疑者を中心に検挙しているが、犯行グループ
中枢への追及が不十分である。

○ 犯行に使用される各種電話への対策を講じているが、
対策の網をかいくぐる動きがみられる。

今後の取組課 題

振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺の現状と対策
特殊詐欺被害の阻止状況特殊詐欺の認知状況

特殊詐欺の検挙状況
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（億円）（件）

過去最悪

年次

区分　　　

認知件数 25,667 21,612 19,020 17,930 20,481 7,340 6,888 7,216 8,693 11,998 13,392 13,824 14,154 10,092 13,172

被害総額 283.8 251.5 254.9 251.4 275.9 95.8 112.5 204.0 364.4 489.5 565.5 482.0 407.7 298.3 280.4

28年
(1月～9月）

29年
(1月～9月）

28年16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年

年次

区分　　　

検挙件数 1,305 2,539 2,974 3,079 4,400 5,669 5,189 2,556 2,990 3,419 3,252 4,112 4,471 3,078 3,009

検挙人員 548 819 761 454 699 955 686 923 1,523 1,774 1,985 2,506 2,369 1,496 1,648

28年
(１月～９月）

29年
(１月～９月）

28年16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年

高齢者の被害防止対策の更なる浸透

多発する手口の被害防止に向けた更なる取組

犯行グループの壊滅に向けた更なる取組

犯行使用電話の無力化に向けた更なる取組
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認知件数（既遂） 阻止件数 阻止／（認知＋阻止）

年次
区分

認知件数（既遂） 20,124 7,156 6,469 6,939 8,132 11,161 12,444 12,769 13,253 5,995 8,338

阻止件数 2,860 1,229 1,357 2,467 3,721 6,540 10,731 12,332 13,139 6,214 8,833

阻止／（認知＋阻止） 12.4% 14.7% 17.3% 26.2% 31.4% 36.9% 46.3% 49.1% 49.8% 50.9% 51.4%

阻止額（億円） - - - - 95.1 193.4 296.5 267.0 267.0 104.3 96.2
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※１ 振り込め詐欺以外の特殊詐欺は平成22年２月から集計
※２ 平成29年の統計値は暫定値

※１ 振り込め詐欺以外の特殊詐欺は平成23年１月から集計
※２ 平成29年の統計値は暫定値
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